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話題提供 

「「MoSaIC」におけるデジタルコンテンツ

の情報組織化」 

石川 尋代 

（慶應義塾大学DMC研究センター特任講師） 

 

 MoSaIC というシステムに関しての話を

させていただきたいと思います。今回のテ

ーマがメタデータということだったんです

が、私は文化財を持っているわけでもなく、

それをデジタル化してデータベースをつく

るわけでもなく、メタデータをつくったこ

ともなければ、それをつけたこともないエ

ンジニアリングのほうにずっといた者なの

で、なにをどういっていいのか分からなか

ったのですが、ここでMoSaICでは情報の

組織化ということをやってきたと思うので、

きょうはそれについてお話をしたいと思い

ます。 

 

 このMoSaIC（Museum of Shared and 

Interactive Cataloguing）というのは略語

でありまして、最後に Cataloguing という

ことが出てきますが、この Cataloguingが

先ほど金子先生の話に出てきた Catalogue 

System にのっかるデータのことになりま

す。これをMoSaIC のほうでは関連するコ

ンテンツ同士を矢印でつないだり、まとめ

たり、有向グラフで表現して、これを「関

係のmodeling」と呼んでいます。 

 

 スライド 2の中央に簡単な例があります

が、緑色の矢印でつながっているのは時祷

書ですね。これは松田先生の写真を拝借し

てしまいましたが、4 月、5月、6 月、これ

を並べて矢印でつないでみたカタログにな

ります。赤いほうは 4 月ですから、おひつ

じ座ということで、おひつじ座に関係する
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ものを集めたものです。 

 ざっくりと言いますと、このようなこと

をMoSaICではCataloguingと呼んでいて、

このデジタルコンテンツがたくさんある中

で、この矢印を引いてつなげていくことで、

コンテクストを描くということに値するの

かなと思っております。 

 そして、このコンテクストはあそこの共

通する、共有するコンテンツによってさら

にネットワークしていく。これを「Context 

Networking」と呼んでおります。 

 

 ここで（スライド 3）でもう少し関係モ

デリングについて説明します。MoSaICで

は二つの構造でモデリングを行います。右

側に書いてある Associating、これは二つ

のコンテンツの関連性を示すもので、それ

を矢印でつなげるもの。もう一つは

Grouping と読んでいまして、なにか関係

するものをなにかの観点で集めたものを表

しています。この二つの構造で、デジタル

コンテンツ間の関係を記述できるというこ

とを提案しております。 

 Grouping というのはなにかの観点があ

るので、これはメタデータのキーワードの

ような構造ともいえるかもしれません。

Associating のほうは Linked data のよう

につなぐということができますが、この特

徴としては述語の意味はもたせていないと

いうことがあります。これは方向だけがあ

って、これからこれにつなぐよということ

だけが記述されるものです。 

 そして重要なのは、この構造で表した関

係のまとまりをCatalogueということで識

別する、区別をすることが可能となってお

りまして、これによって 1 次元増えるわけ

ですが、いろいろな表現ができるようにな

ります。特徴としては先ほどもありました

が、とにかくシンプルです。メタデータは

なくてもいいんです。画像があって、なに

か Catalogue をつくるぞって線を引けば、

それで一つのデータになります。

Catalogue になります。 

 

 最初のころに議論があったのですが、メ

タデータはなくてもいい。最初はメタデー

タいらないと言い張っていたのですが、最

近はちょっとメタデータいるよねというこ

とになりまして（笑）。メタデータはなくて
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もいいよということを、少し弱気になって

いますが、言っています。これは関連性を

たどっていくことで、必ずしも検索、メタ

データ的な検索ではなくても、なにか探し

ていけるだろうな、探していけるといいな

ということで言っておりましたが、先ほど

の金子先生の発表を聞いていますと、メタ

データがメタデータちっくになって、メタ

データとして入っていくなと思って、ちょ

っと裏切られた感があるんですけど（笑）。 

 メタデータというのはもうデジタルコン

テンツの一つとして扱おうと思って、この

7 年間やってきました。メタデータもその

概念ではなく言葉として、もう言葉が存在

するんだ。存在論的な感じで、言葉が存在

するから、それも電子データに言葉で文字

データだったり、なにかすれば、それをく

っつけてやることで人間が見れば分かる。

もしくはコンピュータもある程度がんばれ

ば分かるから、それでいけるのではないか

と言っていたのが 5 年ぐらい前ですかね。

もう最近はやはり一般的なメタデータのほ

うに寄っていったかなと思います。 

 このようにコンテクストの表現ができる

と言っておりますが、ここで一番の特徴が、

その Catalogue をつくったあとに、

Catalogue を可視化することですね。つな

がりをすべて 3次元空間中にこうノードを

おいてデジタルコンテンツを置いて、それ

を触ると中身が表示できるというようなシ

ステムになっています（スライド 3 下図参

照）。 

 

 これは、環境をモデリングするというこ

とは、すべてのコンテンツを一様に扱える

ということになりまして、なにか特別なコ

ンテンツを表示するものではなく、とにか

くなにかつなげていけば、このように一様

な空間に表示できるので、それが特徴とな

ります。 

 

 そして、これまでずっと私はエンジニア

リングのほうで関係のモデリングですね。

その情報組織化、そのあたりのことばかり

考えてやってきまして、では、このMoSaIC

の Cataloguing でなにが表現できるのか。

そういうことをずっとやらなければいけな

いと思いながらも後回しにして、

Catalogue は誰かものをもっている、デー
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タをもっている人たちがつくってくれると

思ってやっていたのですが、なかなかどう

もうまくいかないので、ようやく自分でき

ちんとCatalogueをつくってみようという

段階にきております。 

 よくよく考えてみたら、この Catalogue

というのが従来であるデータベース、整

理・分類してデータベースにきちんと登録

するという側面もありますし、Linked 

data のように関連をどんどんつなげてい

くという側面もあります。 

 一つこの、ほかにそれにない新しい特殊

な考え方としては、この Catalogueでは物

語をつくったり、考え・思いとかをつなげ

ていって、その順番であったりとか、その

構造というか関係とかを表現できるのでは

なかろうか。これはキュレーションという

ことにつながっていくのかなと思って、い

まこれを、ここの部分がどうやったら。モ

デルケースですね。こうやったら、こうい

うのができるみたいな、そういったことを

考えようとしはじめています。 

 そしてMoSaIC として今後、目指してい

きたいところが、検索して調べるところか

ら、コンテンツを見て楽しい、そしてコン

テンツにつながっている Graph の様子を

見ても楽しい。それで一つずつたどってい

って順番に見ていっても楽しいし、横道に

それて見ていっても新しい発見があって楽

しいというようなコンテンツ空間の散策が

できるようなアプリケーションの開発をし

ていきたいと思っております。以上で終わ

らせていただきます。 
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